






A Lady’s Practice in a Handicrafts School in the Meiji era
According to Mementoes of the Mrs. Tsuru Yamaguchi’s dead,
‘HUKUROMONO’Samples and those Art Paterns
Department of Human Environmental Sciences
School of Human environmental Sciences
Mukogawa Women’s University, Nishinomiya 663-8558, Japan
 The late Mrs. Tsuru Yamaguchi’s Practice in a Handicrafts School in the Meiji era, has conducted by hers 
mementoes of her ‘HUKUROMONO’samples and those art paterns and other related materials. Researchs 

































遺品の全容は，次のように把握される．明治 42 年から 43 年にかけて，シンガーミシン裁縫女学院で
制作された衣服雛形 65 点，被り物雛形 21 点，同じく実物大衣服型紙 56 種と 2 分の 1 型紙 4 種．袋物















































































続く履歴書の記述は「明治 41 年 9 月」で，ツル 33 歳の年に当たり，初めの項目の時期から，この間に
11 年にわたる記述の空白がある．ツルはこの間に結婚し，2 人の子息に恵まれて，専業主婦としての時








○　明治 41 年 9 月～ 42 年 12 月
 シンガーミシン裁縫女学院にてミシン裁縫修業をし，全科を卒業する．
○　明治 41 年 9 月～終了時不明
 ミシン裁縫修業中，夜間に寄宿舎々監に就いて和服裁縫を研究する．
○　明治 42 年 2 月～ 43 年 5 月




○　明治 42 年 5 月～同 8 月
 ミシン刺繍部開設に伴い入学．全科卒業する．
○　明治 43 年 2 月～？
 東京市富士見町小笠原選花講習所簪科に入り，普通科高等科を修業する．













明治 41 年 9 月　　東京市麹町區有楽町 1 の 5　シンガーミシン裁縫女学院寄宿舎
明治 43 年 5 月？　東京府巣鴨町 2 丁目 7 番地鳥谷部コト方
但し，原　籍：東京市麹町區上六番町 47 番地
　　　現住所：福井縣坂井郡三國丁今新 47 番地
履歴書の下書きによれば，ツルの技芸修業は，明治 41 年から 43 年にかけての約 2 年以内に集中する．
時系列表示において下線で示唆したように，この間に 6 種の技芸が修得された．明治 41 年 9 月，彼女
はシンガーミシン裁縫女学院にミシンによる洋裁（＝裁縫ミシン）を修業するために入学すると同時に，
夜間には寄宿舎で和裁を並行して「研究」した．但し和裁がいつまで行われたかについては明記されてい
ない．さらに 5 ヶ月後の翌 42 年 2 月には同院造花部に入学し，これも洋裁（ミシン裁縫）・和裁と並行
して行われた．造花は 42 年 12 月にミシン裁縫部を卒業後も続けられ，結局造花部卒業の 43 年 5 月ま
でシンガーミシン裁縫学院に逗留した．造花に一番多くの時間が割かれており，力を注いだようである．
紙の造花は，実際に，その後の人生の中でも行われたということだが，息子で現所有者の父上に当たる
方は，内職っぽくて嫌がったと聞いている．さらに 42 年 5 月から 8 月までの 4 ヶ月間，開設されたば
かりのミシン刺繍部に入学し，ミシン刺繍のすべてをマスターする．この時期まで夜間の和裁が続けら
れていれば，この間には，4 種類の技芸修業に励んだことになる．次に 43 年 2 月から簪修業に入り，3
月からは袋物裁縫が加わったと思われる．履歴書には，袋物修業について明記されていない．しかし，「袋
物裁縫教授細目」の第一期のプリントの余白に住所氏名が書き込まれ，シンガーミシン裁縫学院寄宿舎
山口ツルと明記されることから，シンガーミシン裁縫女学院造花部卒業までの 43 年 3 月～ 5 月の時期
に袋物修業が行われたことは間違いない．さらに「袋物裁縫教授細目」の第三期および研究第一回のプリ






























5 過程にわたって揃っていて，習い始めの第一期細目一覧の添え書きには，「麹町區有楽町 1 の 5　シン
ガーミシン裁縫女学院寄宿舎　山口ツル」とある．そのため，明治 43 年 5 月にシンガーミシン裁縫女学
院での過程を全て修了する以前に，袋物裁縫の修業に入ったことは明らかであり，履歴書記載の「明治
43 年 3 月」の項には，袋物裁縫修業のことが書き加えられる予定であったとほぼ確定することができる．
また袋物標本約 40点と同型紙 170点の遺品によって，袋物裁縫修業の事実は明確に検証できる．なお「袋
物裁縫教授細目　第三期」のプリントには，「東京府巣鴨町 2 丁目 7 番地　鳥谷部コト方　山口雀」とい
う添え書きが明記されるため，シンガーミシン裁縫女学院の寄宿舎生活は，造花部を同年 5 月に卒業し














＊東京市麹町區有楽町 1 の 5　シンガーミシン裁縫女学院
＊東京市富士見町　小笠原選花講習所　簪科
＊東京市本郷區湯島三組町四十七番地　女子袋物裁縫教授所
以上の 3 カ所で，ツルの技芸修業は 1 年半以上の間に集中して行われた．この間に修得された技芸は，
ミシン裁縫・和裁・造花・ミシン刺繍・簪・袋物の 6 種にわたった．ミシン裁縫という時代の先端を行
















細目」に掲載された袋物の種類は，Ⅰ期―― 26 種，Ⅱ期―― 27 種，Ⅲ期―― 28 種，Ⅳ期―― 30 種，
研究科 1 回―― 30 種である．ツルが修業した袋物製作は，当時の関連する教科書によって一覧される
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